





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































意味を持つ言葉で、それはそれだけ多彩な事柄を含むい なみであったということです。つまり、それぞれの場において の場をととのえ、とりなし、まとめていくという、いわば総合的なマネジメントを指しているわ ですが、とりわけお客さま
―
それ






































産の場を兼ねた家庭の全体をととのえ、もてなす中心 存在 ことです。それは単にその力やお金や知識、あるいは決まりだけでなし得ることではないのでありまして、実にさまざ な具体的なところでの気配り か、あ いは調整とか処置とか、そうしたものを運用することができる能力として認められていたわけです。
そこでは見方によっては、家父長などというのはひとつのお飾




























































































































































































































































































































し、朝鮮併合に反対した歌人土岐善麿は、やがて新聞人として、昭和に入ってから戦争に肩入れした演説を表舞台で国民に向かってくりかえした。そのあいだ にあって、台所で料理をととのえ いた妻は、乏しい材料から別 現状認識を保ちつづけた。思想のこのちがいを、正直に見据えて、敗戦後の歌人として一歩をふみだした土岐善麿は立派である。　
敗戦当夜、食事をする気力もなくなった男は多くいた。し










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イゝブという女子を造れりとあるが如くならず 我 国は、最初より、伊弉諾 伊奘册の男女の二神の開き給ひた ものなり。これ、太古にありては、男女 神もろ心に、いそしみ給ひたるにぞあるべき。
 
（『女子日本歴史教科書』
）
・「
わ
が
身
は
な
り
な
り
て
成
り
余
れ
る
処
一
処
あ
り。
故かれ
こ
の
わ
が
身
の成り余れる処を以て、汝が身の成り合はざる処を刺し塞ぎて、国く
に土を生み成さんと以
お
も為ふ。生むこといかん」
。
 
（『古事
記』
）
場をととのえ、もてなす女の力①もてなす
　
モテは接頭語。相手の状態をそのまま大切に保ちな
がら、それに対して意図的に働きかけて処置する意。
①とりなす。処置する。②取り扱う。待遇する。③歓待する。
ご
馳
走
す
る。
④
面
倒
を
み
る。
世
話
を
す
る。
……（
『
広
辞苑』
）
・
 そ
の
場
を
ま
と
め
て
い
く
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 ＝
 女
性、
主
婦の仕事（特権）　
祭祀、食べ物や衣服などの分配、酒の管理、提供。
　（刀
と
じ自
 ←
 杜氏）
、女将
場をととのえ、もてなす女の力②
・
私
は、
土と
き岐
善ぜんまろ
麿
の
戦
後
始
ま
り
の
歌
を
思
い
出
す。
一
九
四
五
年
八月十五日の家の中の出来事を歌った一首だ。
あなたは勝つものとおもつてゐましたかと老いたる妻のさびしげにいふ
明治末から大正にかけて、啄木の友人として、戦争に反対し、
朝鮮併合に反対した歌人土岐善麿は、やがて新聞人として、昭和に入ってから戦争に肩入れした演説を表舞台で国民に向かってくりかえした。そのあいだ家にあって、台所で料理 ととの
下田歌子研究所開所記念シンポジウム「下田歌子と現代女子教育」27
え
て
い
た
妻
は、
乏
し
い
材
料
か
ら
別
の
現
状
認
識
を
保
ち
つ
づ
け
た。
思想のこのちがいを、正直に見据えて、敗戦後の歌人として一歩をふみだした土岐善麿は立派である。
敗戦当夜、食事をする気力もなくなった男は多くいた。しか
し、夕食をととのえない女性がいただろうか。他の日とおなじく、女性は、食事をとと えた。この無言の姿勢の中に、平和運動の根がある。
 
（鶴見俊輔「朝日新聞」文化欄二〇〇三年三月二十四日）
アベノミクス「女性の輝く日本」・「
待
機
児
童
の
解
消
」「
職
場
復
帰・
再
就
職
の
支
援
」「
女
性
役
員・
管理職の増加」など、成長戦略の中核に労働力 しての女性力を据えて、その労働環境の整備を推進　　　　　
↑
・
 内
閣
府「
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」（
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
と、
 「
夫
は
外
で
働
き、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
だ
」
と
考
え
る
（性別役割分担意識）人の比率が
51．
6％となり、一九九七年以
来の
50％を超えた。特に二十代女性では
27．
8％から
43．
7％へ
15．
9ポイントと伸びている。
ワーク・ライフバランス
　
 文明と文化
・五〇年代～七〇年代の「主婦論争」
「女性としての家庭の維持責任を果たせる働き方」→未自覚、意識が低い、遅れている、という視点だけでなく。
 
　　
（
cf「脳死論争」
）
・
生
き
方
の
問
題
と
し
て、
文
明
と
文
化
を
き
め
細
か
く
て
い
ね
い
に
分
け、かつ重ねて考える必要がある。
　
ex 倫理・道徳・公共とは何か？
